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 Ⅰ 基本構想  

１ 策定趣旨 

本市は，平成１７年３月及び１０月の広域合併により，古くより互いに支え合ってきた

新潟湊のまちと田園が一体となり，さらに平成１９年４月より本州日本海側初の政令指定

都市として歩みはじめました。 

「新・新潟市総合計画」に政令指定都市移行と同時に着手し，共に支え合い，共に学び

合って，「共に育つ」ことを大きな理念としながら，これまで「拠点化」と「個性化」を軸

としたまちづくりを進めてきました。 

 市民と行政が協働し，区を一つの単位とした特色あるまちづくりを進め，区自治協議会

や地域コミュニティ協議会などを通じ，一体となって地域力・市民力を発揮し，「地域と共

に育つ」分権型政令市へと大きく前進してきました。 

また，田園地域と都市地域が互いに恵み合い，都市と自然・田園が調和するまちづくり

を進めることにより，新潟の持つ歴史，文化に新たな光を当ててきました。「食と花」を

最大限活かし「大地と共に育つ」本市の個性を伸ばすとともに，本州日本海側の重要な位

置で北東アジアに向かい合う地理的優位性と，国際拠点港湾新潟港や国際空港，高速交通

網などの都市基盤を活かしたまちづくりにより「世界と共に育つ」本市の拠点性を高めて

きました。 

 さらに，市民の安心でいきいきとした暮らしの基礎ともいえる身近な安全の土台を固め

てきました。助け合いによる健やかな暮らしづくりや，公共交通の充実など快適な暮らし

づくりによる「安心と共に育つ」新潟づくり，政令指定都市の権限を活かした，学・社・

民の融合による教育の推進により，子どもと地域が共に学ぶことのできる場の充実，新し

い文化と価値の創造など「市民が共に育つ」まちづくりを進めてきました。 

これらの取組みを８１万市民がそれぞれの立場で進め，政令指定都市としての土台を築

きあげてきました。 

政令指定都市移行から８年を経る間，中越沖地震，リーマンショックに端を発する世界

的金融危機，３．１１大震災など，当初予測できなかったさまざまなことが発生しました。 

今後は，さらなる環境変化に加え，急激な人口減少，少子・超高齢化の進行によるさま

ざまな影響への対応が求められます。 

また，本市を取り巻くこれらの環境変化のなかにあっても，これまで以上に拠点性や個

性を高め，市民生活を向上させることや，国，県の中における本市の役割を果たしていか

なければなりません。 

市民が明るく健やかに住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう，本計画におい

て，本市が目指す都市像を掲げ，まちづくりの主役である市民と共有し協働していきます。
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２ まちづくりの理念 

地域・田園・自然の力を活かし，健康で安心に暮らせるまちづくり 

日本海開港都市の拠点性を活かし，創造的に発展を続けるまちづくり 

これまで８１万市民は，地域力・市民力，湊や田園に育まれた文化，開港都市としての

拠点性など，「地域」，「大地」，「世界」の力をまちづくりに活かし，市民一人ひとりの安心

を共に育ててきました。 

 しかし，本市は，過去に経験したことのない急激な人口減少，少子・超高齢社会を迎え

ており，今後は，さらに厳しい時代となることが見込まれます。今こそ，８１万市民の総

力を結集し，これまで育ててきた多くの個性や強みを活かしながら，持続可能なまちづく

りを進め，安心で健康な暮らしとまちの発展を実現させ，将来の世代に引き継いでいかな

ければなりません。 

政令指定都市としての第２ステージを迎えた本市は，強い絆で結ばれた「地域」が主役

となり，超高齢社会に対応した支え合いの仕組みづくり，子どもたちの健やかな育ちや学

びを地域全体で支援する子育てにやさしい環境づくり，地域力を活かした協働によるまち

づくりを進めることで，ずっと安心で安全な暮らしの実現を目指します。 

また，豊かな自然，田園からなる「大地」の持つ力・資源を最大限に引き出し，有効活

用することで，子育て環境や健康づくり，まちの魅力向上，資源循環型社会の実現，魅力

ある働き方などを創り上げ，新潟にしかない豊かな暮らしの実現を目指します。 

さらに，環日本海に位置し「世界」とつながる開港都市としての拠点性を活かし，国や

新潟県における本市の役割を果たすことで，雇用創出や都市の活力と存在感を高めると同

時に，市民，文化，経済など，さまざまな交流，共生関係を創造的に実践・構築し，環日

本海から世界の非核，平和に積極的に貢献します。 

大きな安心の中で，生まれ育ち，集い，高め合う，活力あるまちとして，さらなる成長

を目指すため，この２つの理念を掲げ，まちづくりを進めます。 
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３ 目指す都市像 

本市の将来像をまちづくりの主役である市民と共有し，未来に向けた都市づくりを協働

で進めるため，「まちづくりの理念」に基づいて，本市が実現を目指す８年後の都市像を描

きます。 

都市像 

共助と協働の輪が広がり，一人ひとりの人権が尊重され，男女共同参画が進むことによ

り，性別や年齢などに関わらず誰もが安心して暮らせる社会，持続可能な市民自治の仕組

みができています。その土台の上で，地域の歴史と文化を活かした，個性的で真に自立度

の高いまちづくりが進んでいます。  

それぞれの地域では，高齢者をはじめ誰もが安全で快適に暮らせる地域づくりにより，

地域の住民がお互いに助け合い，市民一人ひとりが住み慣れた地域でずっと安心して暮ら

しています。 

若者が地域に住まい，働き，子どもを安心して産み育てられるまちが形成され，子ども

をはじめ，地域と家庭に笑顔があふれています。 

学・社・民の融合による教育の推進とともに，農業体験など地域の特長を活かした教育

環境が整うことで，地域に誇りをもち，自分の力に自信をもつ心豊かな子どもたちがたく

ましく成長するなど，市民一人ひとりが学び高め合っています。  

本市は，これまで培われてきた地域の絆を大切にし，市全体の一体感を保ちながら，生

活のそれぞれの場面がしっかりとつながることで，地域力と市民力が発揮され，子どもか

ら高齢者まで共に生涯楽しく元気に暮らすまちが実現しています。 

Ⅰ 市民と地域が学び高め合う，安心協働都市

Ⅱ 田園と都市が織りなす，環境健康都市

Ⅲ 日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市

都市像Ⅰ 市民と地域が学び高め合う，安心協働都市
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本市は，湊町として栄えてきた拠点性と，日本海，二つの大河，潟など多彩な水辺空間，

豊かに広がる田園や里山などの自然環境を併せもっており，それらが織りなす魅力にあふ

れたまちづくりが進んでいます。 

それぞれの地域では，暮らしの中に農業体験や豊かな食文化などが根付き，一人ひとり

の市民がまちに対する誇りや愛着をもちながら，食と農を通じたさまざまな域内交流が活

発に行われるなど，市民がいきいきと暮らし，まちの魅力が向上しています。 

地域の豊かな魅力が活かされ，公共交通により誰もが容易に行けるまちなかでは，高齢

者や若者など，多くの人が集い，にぎやかで活気にあふれており，人と環境にやさしい元

気で快適なまちづくりが進んでいます。 

豊かな自然や田園と都市が共存する本市の特徴を活かすことで，ほかの大都市にはない

魅力ある働き方が生まれ，仕事を求める誰もが，それぞれにふさわしい働き方により社会

で自己実現を果たし，いきいきと輝いています。 

本市が誇る農業や食をはじめとする個性と拠点性が活かされ，既存産業の高度化やさま

ざまな魅力的な産業の創出が図られるとともに，太平洋側に偏っている機能の日本海側へ

の移転が進み，大規模災害に対する国土の安全性が高まり，まちの成長につながっていま

す。 

産業が生まれ育つことで，多くの魅力的な雇用の場が創出され，都市の活力に満ちあふ

れています。そして，魅力的な雇用の場は首都圏などからの多くのＩターン，Ｕターンに

もつながり，都市の活力が増しています。 

 食と花や自然，文化やスポーツなど本市の魅力を発揮し，人，物など多様な交流が盛ん

に行われ市内経済の活性化が図られています。

 環日本海の開港都市として世界に開かれた本市の魅力は，国を越えて注目され，さまざ

まな分野における交流が創造されており，世界の非核，平和，共生に本市が積極的に貢献

しています。 

 本州日本海側唯一の政令指定都市である本市は，その拠点性と，食と花に代表される豊

かな個性を活かして，さまざまな交流をつなぎ，発展を続けています。 

都市像Ⅱ 田園と都市が織りなす，環境健康都市

都市像Ⅲ 日本海拠点の活力を世界とつなぐ，創造交流都市
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